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ハロウィンのあみぐるみ
～  カボチャ  ～

＜使用道具＞

57-967
オーバルニットルーム
https://clover.co.jp/
products/57967

36-666
カットワークはさみ115

24-421
アイロンチャコペン＜白＞

58-401
クロバーボンド　手芸用

＜出来上がりサイズ＞

＜材料＞

並太毛糸　オレンジ　約5g
　　　　　緑　約1g
　　　　　黒　約30cm
フェルト　黒　1.5×2.5cm
手芸用綿　約2g

＜作り方＞

※オーバルニットルームの使い方は、商品付属の説明書をご覧ください。

①オーバルニットルームでカボチャのへたを作ります。3目の平編みで10段編み、編み地を輪にして結びます。

①～③のピンに
作り目をする。

そのまま③のピンに反時計
回りに糸を掛け、(1)～(3)の
順に表編みをする。

1段編めた状態。

(1) (2) (3)

2段目は、①のピンに時計
回りに糸をかけ、(1)～(3)
の順に表編みをする。

2段目が編めた状態。
このように往復し、
10段編む。

10段編めたら糸端を約20cm
残してカットし、オーバルニット
ルームにかかっている編み目に
1目ずつ通す。

(1)(2)(3)

編み地をオーバルニット
ルームから外す。

少し編み地を引っ張る。 輪にして結ぶ。
糸端は1cm残してカットする。

約4cm

※1個分

①②③

1cm

https://clover.co.jp/products/57967
https://clover.co.jp/products/57967


＜実物大型紙＞

cm 1 2 3

カボチャの目：
フェルト（黒）

②オーバルニットルームでカボチャの本体を作ります。
　商品付属の使い方説明書「基本の編み方」の通りに作り目をし、
　並太毛糸（オレンジ）で表編みを12段編みます。
　

③糸端を約60cm残してカットし、とじ針を使ってオーバルニットルーム
　にかかっている編み目に1目ずつ通します。

④全ての編み目に糸を通したら編み地をオーバルニットルームから外し、
　①のへたを編み地に付けます。

穴の直径が1.5cmくらいに
なるまで糸端を引く。

編み地をひっくり返す。
カボチャは編み地の裏面
（裏編みの面）を表として
使います。

①のへたを結び目を下に
して穴に差し込む。

糸をしっかり引いて穴を閉じ、
そのまま糸端でへたの端を
編み地に縫いとめてから
糸を始末する。

編み地にへたが
付きました。

⑤編み始めの糸端をとじ針に通し、作り目の目に一周通します。

糸が交差している箇所の下（★）
に針を入れていき、一周する。

一周し、糸を少し引いたところ

⑧とじ針に黒い毛糸（約30cm）を通し、口を刺しゅうします。
　糸端に大きめの玉結びを作り、とじ針をカボチャの底などの目立たない箇所の
　編み目から糸を割らないように入れ、玉結びを編み地の中に隠します。
　口の刺しゅうが出来たらとじ針を目立たない編み目から出し、玉どめします。
　玉どめを編み地の中に隠して完成です。

⑦実物大型紙を使ってフェルト（黒）で目のパーツを作り、ボンドで貼り付けます。

⑥⑤に手芸用綿を入れて糸端をしっかり引いて絞り、ゆるまないように数回編み地に
　通して糸を始末します。カボチャらしい形になるように手で整えます。
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手芸用綿を
入れる

糸端をしっかり引き絞る 形を整える

※口の刺しゅうは下の画像を参考にしてください


